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連作障害対策　Ｍイーシー
　

Ｍ
イ
ー
シ
ー
と
は
数
種
の
有
効
微

生
物
を
活
用
し
た
土
壌
改
善
資
材
で

あ
り
、
抗
生
物
質
を
産
出
す
る
放
線

菌
や
乳
酸
等
の
有
機
酸
を
生
産
す
る

乳
酸
菌
な
ど
の
有
効
微
生
物
群
と
酵

素
・
有
機
ア
ミ
ノ
酸
（
20
種
類
）・

核
酸
・
ビ
タ
ミ
ン
・
キ
チ
ン
質
・
ミ

ネ
ラ
ル
（
マ
ン
ガ
ン
・
亜
鉛
・
銅
・

ヨ
ウ
素
な
ど
）
を
含
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
土
壌
に
有
益
な
微
生
物
を
急

激
に
増
殖
さ
せ
る
能
力
を
有
す
る
。

●
使
用
目
的

　

Ｍ
イ
ー
シ
ー
の
対
策
を
必
要
と
す

る
主
な
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
土
壌
病
害
対
策

　

放
線
菌
・
乳
酸
菌
・
細
菌
・
酵
母

菌
な
ど
の
働
き
に
よ
り
病
原
菌
の
繁

殖
を
抑
制
す
る
。

・
高
塩
基
障
害
対
策

　

有
効
菌
が
、
塩
基
や
酸
基
を
吸
収

し
、
濃
度
を
減
少
さ
せ
る
。

・
い
や
地
現
象
対
策

　

前
作
物
の
根
か
ら
排
出
さ
れ
た
老

廃
物
を
分
解
ま
た
は
吸
収
し
、
作
物

の
栄
養
分
に
再
合
成
す
る
。

・
㏗
の
矯
正

　

微
生
物
に
よ
る
緩
衝
能
力
に
よ
り
、

㏗
を
矯
正
し
な
が
ら
正
常
化
す
る
。

●
効
果
的
な
土
壌
病
害
対
策

　

土
壌
病
害
発
生
の
懸
念
が
増
し
て

い
る
圃
場
で
は
、
Ｍ
イ
ー
シ
ー
単
体

の
対
策
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ご
紹

介
し
て
き
た
バ
ク
ヤ
ー
ゼ
な
ど
と
の

併
用
が
大
変
効
果
的
で
あ
る
。

　

前
作
の
残
渣
と
と
も
に
バ
ク
ヤ
ー

ゼ
Ｋ
10
〜
20
袋
を
投
入
、
さ
ら
に
堆

肥
2
〜
5
t
と
Ｍ
イ
ー
シ
ー
1
袋
と

米
ヌ
カ
60
㎏
を
混
合
し
、
全
面
散
布

し
て
す
き
込
み
十
分
な
カ
ン
水
を
行

う
（
す
べ
て
10
ａ
当
た
り
）。
定
植

や
播
種
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
を
行
っ

た
後
、
1
カ
月
以
上
間
隔
を
あ
け
、

土
に
な
じ
ま
せ
て
か
ら
行
う
こ
と
が

望
ま
し
い
。
ま
た
、
す
で
に
土
壌
障

害
の
出
始
め
て
い
る
圃
場
で
は
、
バ

イ
オ
健
太
ク
ン
・
バ
イ
オ
根
助
・
キ

ト
チ
ン
キ
な
ど
も
使
用
し
た
ミ
ズ
ホ

式
太
陽
熱
消
毒
が
さ
ら
に
高
い
効
果

を
発
揮
す
る
（
図
①
）。

NET 10㎏
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